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姫路藩家⽼・河合⼨翁は町⼈に⾄るまで藩内の教育事業を推し進めた 
 
 
仁寿⼭校 
姫路市史（第４巻）より 

姫路藩領には幕末期３校の郷校が設けられている。⾼砂北本町（現⾼砂市）に設けられた
申義堂、姫路元塩町の熊川舎（ゆうせんしゃ）さらに印南郡国包村(くにかねむら、現加古
川市)に設けられた国包郷校である。 
 

 
 
姫路 熊川舎（ゆうせんしゃ） 
 いまはその存在は確認できないが、元塩町の通りにその名を残している。 

 
 



Web「柳⽥國男ってどんな⼈？」より 
 
柳⽥國男（やなぎたくにお）1875 年（明治 8 年）７⽉ 31 ⽇、兵庫県神東郡⽥原村辻川（現；
神崎郡福崎町辻川）に松岡操、たけの六男（男ばかりの⼋⼈兄弟）として出⽣。⽗操は旧幕
時代、姫路藩の儒学者⾓⽥⼼蔵の娘婿⽥島家の弟として⼀時籍に⼊り、⽥島賢治という名で
仁寿⼭黌（じんじゅさんこう）なり、姫路の熊川舎（ゆうせんしゃ）という町学校の舎主と
して 1863 年（⽂久３年）に赴任した。明治初年まで相応な暮らしをしたが、維新の⼤変⾰
の時には、実に予期せざる家の変動もあり相当な困窮を極めた⽣活であったようである。
（後略） 
 
 
⾼砂 申義堂 
 
申義堂（⾼砂市のホームページより） 
 
今から約 200 年前の江⼾時代、⾼砂北本町に、庶⺠の教育の場として創設された学問所で
す。移築されていた加古川市から、⾼砂町横町に、江⼾時代の姿に復元しました。 
構造は、⽊造平屋建、3 間×3.5 間、
寄棟造、本⽡葺きです。間取りは、20
畳の座敷 1 室、奥の間 3 間、正⾯縁
側の、簡素な構成です。正⾯⽞関屋根
には、飾⽡露盤が葺かれています。 
申義堂では、こどもたちが、中国の古
典などを教材に、まちの⼤⼈たちに
教わっていました。 
毎⽇、早朝から正午まで、元旦五節句
と毎⽉ 5・15・25 ⽇の休み以外は、授業が⾏われていました。 
申義堂のゆかりの⼈物たち 
 申義堂教授として、⾼砂出⾝の菅野松塢、三浦松⽯、美濃部秀芳らが、こどもたちに教え
ていました。美濃部秀芳は町医者で、憲法学者の美濃部達吉の実⽗です。 
 
 
加古川 国包郷校 
 
姫路市史にその存在が記されています。 
 



国包郷校 
 
姫路市史 第４巻（２００９年）      

p.706-707 より 
 
天保４年は１８３３年 
 
 

 

 
 



右は、書籍「姫路藩の名家⽼ 河合⼨翁 藩政改
⾰と⼈材育成にかけた⽣涯」（熊⽥かよこ、2015
年）よりの抜粋である。 
 

 
 
 
 




